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2024～2025年度クラブテーマ

ロータリーを楽しみ、人生をエンジョイ

本 日
プログラム

ゲスト卓話
西島美保子氏

11月12日
プログラム

ゲスト卓話
浦上雄次氏

11月19日
プログラム

ゲスト卓話
東野晃典氏

11月26日
プログラム

ゲスト卓話
山田義彦氏

2024～2025年度 地区スローガン

持続可能なロータリーに！ 共に学び、共に行動
Make Rotary Sustainable！ Learn together Act together
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●会長スピーチ パスト会長 久保 光子
IMへのご出席ありがとうございました。

また、会員の送迎をしてくださったお二方
ありがとうございました。今回、画期的な
ことは紙資料がなく、名札にすべての資料
が組み込まれたことだと思います。ＱＲ
コードを読み込んで頂きますと、ＩＭ資料
がみられます。また、当日の写真もあがっ
ておりますのでご覧になってください。

さて、朝晩の冷え込みの割に、日中は夏日に届くよ
うな気候ですが猛スピードで異常気象が迫ってきてい
るのではないでしょうか。皆様体調を崩されないよう
ご自愛くださいませ。
今年もあと2か月という時期に入ろうとしております。

次々年度の会長選出の時期であります。会長も直前会
長もお休みですが、会長からのメッセージをお伝えい
たします。本日から2週間、次々年度会長の候補者を
募りますので我こそはと思われる方はぜひ立候補をお
願い致します。ご協力よろしくお願い致します。

●幹事報告 幹事 久保 光子
〇ＩＭ参加のお礼 大野RC
〇RLIパートⅡ研修会開催のお知らせ

12月1日（日）京都文教学園
〇暴力追放福井県民大会のご案内 11月7日（木）
 暴力追放勝山市民会議

●出席報告 上山 弥一
10月22日 欠席6名 73.91％
10月12日 欠席4名 83.33％

●ニコニコ報告 山内 政司
ﾌﾞﾝﾈﾝ君の卓話を楽しんでください
 地区米山委員 英貴子氏

●委員会報告
●米山奨学委員会 上山 弥一
ご寄付をお願いいたします。

お知らせ
3月12日にゲスト卓話をしていただいた岩堀美雪先生か

ら『福井大好きプロジェクト』～自分も家族や友達も福
井も大好きな子に～への「福井県ふるさと納税型クラウ
ドファンディング採択事業にご協力いただけないかとの
ことです。メールをお送りしましたのでよろしくお願い
します。 辻 利津子

10月20日（日）池ケ原湿原 ヨシ狩り作業

10月6日（日）福井東RC50周年
会場：一乗谷朝倉氏遺跡
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4つのテスト ①真実かどうか ②みんなに公平か ③好意と友情を深めるか ④みんなのためになるかどうか

日本での留学体験
米山奨学生 NAT, BUNNEN (ナット, ブンネン)氏

ゲスト卓話

こんにちは。私はカンボジア出身のナット
ブンネンと申します。日本での留学経験につ
いてお話をさせていただきたいと思います。
私はカンボジアのコンポンスプーというヤ

シの木が1番多いところで、毎年パームシュ
ガーというヤシの砂糖が有名なところです。

2009年に日本に来て大阪で1年間日本語学校に通って、
次に2年間は専門学校で建築を専攻して勉強しました。そ
の後福井大学3年に編入し、現時点では福井大学院で建築
を勉強しています。

私が日本で面白いと思った経験と、絶対日本しかない、
海外にはこんな経験絶対ないと思っていることをお話を
させていただきます。私、警察との関わりが結構ありま
す。1番目のエピソードが、私が日本に来て1週間ぐらい
の日本語が全くわからなかったとき、学校の寮の門限に
間に合わないと思って、夜中全力で走りだしたら警察の
車が近づいてきて止められました。多分怪しいことを
やってたから走り出したと思われたみたいで、ボディー
チェックされましたが、在留カードを出したら帰しても
らえました。18歳で日本のことがまだ何もわからない時
でしたが、日本では夜に走り出してはだめなのかと思い
ました。
次のエピソードは母国でもどこでも多分あり得ないこ

とだと思います。母国にいたときは落とし物とかしたこ
とはなかったのですが、日本に来て大阪にいた時、3年間
で3回も財布を落としました。でも3回とも無事に戻って
きました。日本ありがたいと思ってました。その時1番面
白いのは3回目の時、目の前で自転車に乗っているおじさ
んに拾われて逃げられました。私は友達と2人で 追いか
けたんですがおじさんは信号無視して逃げてしまいまし
た。身分証とか全部そのお財布に入っていてすごい困っ
てすぐ交番に行きました。警察が親切に対応してくれま
したが絶対戻らないと思いました。6時ぐらいに交番にい
たんですけど、3時間後に警察から電話があって、おじさ
んが捕まったと連絡がありました。日本の警察はすごい
と思いました。2つの事件で日本は住みやすい場所だと感
じました。母国は発展中でいつになるかわからないけれ
ど、いつか日本のように治安のいい町になるのを期待し
ています。

日本での留学中に大事にしていることは1が学業で、2
番がお互い助け合いとか支援し合うこと、3番目は日本人
の社会のことを勉強するということです。今日は2番目の
助け合いについてお話します。日本みたいな先進国とカ
ンボジアでは文化や法律が全然違うから、カンボジアか
ら来た後輩たちが困っているので助け合いを大事にして
います。
大阪でカンボジア留学生協会という協会をやっていて、

留学生のサポートと日本人との文化交流をメインとして
活動してきました。

地区米山委員会の英と申します。皆様には、
米山奨学委員会にご寄付のご協力ありがとう
ございます。ロータリー米山記念奨学事業と
は、日本のロータリー全地区による国際奉仕
事業です。日本で学ぶ外国人留学生に奨学金
を支給し支援することにより、日本と世界と
の平和の架け橋になる人材を育成しており

ます。ロータリー会員との交流によって日本の社会を知
り、ロータリーの奉仕の精神について学びます。
今年度2650地区は奨学生が55名です。来年度は60名に

なります。お世話クラブの数が不足しております。ご協
力していただけますと幸いです。
最後に米山奨学金は全てロータリークラブの寄付が財

源です。今後ともご協力お願いいたします。

学生サポートだと、アパート探し、診療についてなど
いろんな生活の面でも学業面でも相談を受けてきました。
コロナ禍では対面のイベントができなくて、オンライン
で奨学金、診療、進路についてなど毎月テーマを決めて
イベントをやってきました。
今年の8月に珠洲市の災害ボランティアに行ってきまし

た。カンボジアは災害がほぼない国なので、建物に関す
る技術が進んでいません。建築の勉強をしているので、
災害の後の状況を知りたくて行きました。地元の方とど
んな状況だったのか、どんな問題抱えてるのかを実際に
お話できて本当にいい経験でした。

国内の留学生は車を持っていないので福井の魅力を感
じたくても、なかなかその目的地まで行けません。だか
ら、留学生とかが魅力を感じるような計画をしてくれる
と、嬉しいかなと私は思っています。

最後に自分が現在行っている研究について紹介させて
いただきたいと思います。現在は福井大学大学院で、建
築計画において、バリアフリーやユニバーサルデザイン
の観点から見た、配慮が必要な方に対しての空間の使い
方や動線に関する分析、研究を行っています。また、イ
ギリスのノーザンブリア大学との共同研究も行っていて、
私自身がその研究の集約というか、毎回開くセミナーの
英語と日本語との翻訳者でもあります。
8月に明治大学で、日本の建築学会に自分が行っていた

研究について発表させていただきました。10月には日本
建築学会技術報告書に自分の論文を投稿しました。
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